
回
周
潟
)

付
則
務
務
配

捌
且
占
室
曜
事
世
帯
開
場

調
師
役
田
舎
脅
情
輪

銭
入
、
9

議
員

号
ロ
産
枚
一
叫
ん
出
丸
瞬
間
…
毅
五
年
前
借
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
は
日
本
じ
民
主
主
義

滋
m
繰
く
口
一
宮
晶
一
一
の
警
は
を
教
示
し
も
そ
の
助
長
を
促
し
た
が
現

窓
生

7
諜
一
明
言
一
一
法
ー
ん
と
っ
て
も
「
片
ち
ん
ば
の
民
主

め
口
恵
幻
口
率
一
一
関
」
と
い
え
る
。
明
ら
か
に
現
欣
は
民
主
主
義

万
一
一
の
本
義
が
忘
れ
ら
れ
て
い
る
か
、
未
だ
不
徹
底

糊
幻
課
課
ロ
衛

y

一
一
か
の
い
や
，
れ
か
で
あ
る
。
い
う
迄
も
た
く
民
主

一
民
E

計
背
符
饗
一
一
主
義
の
根
本
務
紳
は
線
て
似
人
間
在
一
一
憾
の
人

一
星
潟

9
諜
評
一
一

一
勧
ロ
曾
敬
玉
木
築
九
祭
一
一
絡
・
と
し
て
認
め
、
傍
々
の
傘
巌
な
後
枯
胞
を
持
つ

一
弘
謹
一
課
口
土
建
口
勢
一
一
も
の
と
し
て
取
扱
お
う
と
す
る
人
人
の
心
の
中

一
郎
役
務
局
部
一
一
に
あ
る
。
凡
そ
人
間
の
象
震
を
知
る
入
は
自
分

一
別
清
A
A
g
S饗
一
一
の
信
念
を
曲
げ
た
担
、
ポ
ス
や
せ
ん
勤
者
の
口

一
刑
制
訪
引
防
一
一
幕
に
飛
ぜ
ら
れ
た
り
し
て
は
季
り
た
い
舎
で
あ

戸
口
市
消
」
一
る
。
ア
メ
ワ
カ
の
哲
拳
者
デ
ユ

1

内
ソ
イ
は
「
デ

q

，v

一
モ
ク
ラ
シ
ー
は
我
々
の
外
に
輿
え
ら
れ
て
い
る

『
ザ
一
も
の
で
る
る
よ
り
も
我
々
の
生
活
の
仕
方
の
と

日
~
一
と
で
あ
る
」
と
設
い
て
い
る
。
郎
ち
民
主
主
義

一
一
一
は
患
な
る
制
度
的
な
も
の
で
た
く
、
本
質
的
に

~
J
一
は
「
個
人
の
生
昔
方
」
と
し
て
礎
解
さ
れ
ね
ば

{
」
一
な
ら
ぬ
と
い
っ
て
い
る
。

ζ

の
個
人
の
生
堂
方

一
一
一
こ
そ
取
り
も
た
ゐ
さ
歩
仙
相
互
の
人
様
を
傘
叢
す

山
一
る
と
と
に
外
な
ら
な
い
。

h
一
人
権
傘
重
の
基
礎
は
自
由
の
相
互
承
認
で
あ

一
一
る
。
即
ち
白
歯
止
は
互
の
潔
解
と
好
意
と
目
指
綴

山
一
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
る
も
の
で
る
る
。
そ
れ
放

」
一
じ
人
間
同
一
献
曾
の
自
由
は
あ
く
ま
で
も
栴
釘
的
自

}
一
由
円
で
あ
り
、
総
釣
的
自
由
!
い
わ
ゆ
る
強
制
な

き
紋
態
は
あ
り
得
な
い
の
で
あ
る
。

我
々
は
新
録
法
で
封
建
の
殺
を
打
破
り
今
迄
極

織
に
判
例
肢
を
加
え
ら
れ
て
い
た
昔
一
口
論
の
自
由
博
慨

を
獲
得
し
，
行
動
の
自
由
を
保
証
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
と
う
い
っ
た
市
民
の
自
由
問
機
'
と
い

え
ど
も
「
公
の
秩
序
を
守
る
」
'
と
い
う
限
界
を

超
え
他
人
の
人
様
を
無
視
す
る
と
?
と
は
許
さ
れ

た
い
。
い
ふ
か
え
れ
ば
市
民
位
舎
の
成
員
?
と
し

て
d義
務
の
履
行
を
怠
っ
た
り
、
他
人C
楼
袋
を

俊
答
ず
る
自
由
楼
は
認
め
ら
れ
な
い
。
い
わ
ゆ

る
細
川
々
の
勝
手
や
祭
主
主
は
市
民
粧
品
宵
で
は
存

在
し
得
な
い
の
で
あ
る
。
「
税
金
が
高
過
ぎ

る
」
と
い
日
う
詩
情
や
意
見
左
越
ベ
る
自
由
は
認

め
ら
れ
て
も
「
約
め
る
誇
に
は
ゆ
か
な
ド
」
等

と
い
う
偶
々
の
祭
ま
t
A

は
市
民
'
と
し
て
の
生
活

を
吋
営
ん
で
い
る
以
上
一
到
底
許
し
得
な
い
わ
け
で

あ
る
。
企
業
経
営
の
自
治
権
を
持
っ
て
い
る
以

上
こ
の
営
業
行
箆
に
伴
う
疋
蛍
な
柿
刺
殺
の
義
務

は
常
然
来
ず
べ
き
だ
か
ら
だ
。

間
民
主
主
義
ぽ
一
言
論
の
自
由
を
第
一
義
的
じ
重
E

-
な
い
て
い
る
が
、
今
呂
い
か
に
言
論
が
白
内
聞
だ

と
い
え
ど
も
無
主
貝
任
な
放
一
一
吉
は
絡
針
許
さ
れ
な

い
。
一
事
貨
に
蕊
か
な
い
利
勝
ほ
ど
危
険
な
も
の

は
な
い
か
ら
だ
。
我
々
は
つ
い
と
の
問
迄
巧
み
一

に
カ
ム
フ
ラ
ジ
ユ
さ
れ
た
濁
裁
者
の
甘
言
じ
あ
一

や
つ
ら
れ
た
経
験
を
喚
起
す
ベ
昔
で
あ
る
@
第
一

純
左
京
観
的
判
断
だ
け
な
ら
ま
だ
し
も
、
気
め
一
流
行
し
て
い
る
が
こ
の

に
す
る
意
図
を
も
っ
た
一

民
った
殺
の

穫
だ
正

う

事
わ
古t

ば
の
民
主
闘
しー

か
ら
股
却
し

あ/思 I つ;翠をにの上車場々入が完議共競 のる
りうスい手受於定と内の川は備準に輪 引 精牛店
主イ子はて主主けい路、級車室町子なしに新自 秒~ (請中断
し分符展がたてを凶簡をのばた i盛時結句叩À - - ) iè を
よの E歪開高校、有百横暴風な新会代に之臨時}よ慕
う滋 ω ず天が践す米二げ光し鋭すのよ 自 n口 Y つ t露
。 li 競るむ関競る‘万ま明く卒る粋る わ〔て氏
を輸絢下一後本縞五し線本塚各と存且にコ宮司レ( 友
輿フ~~ .流の市主主千戸との首J 司王穣縄問&融庁、 f 相愛
えアた秋の存主主十拝。地須主主施設の ~.叱.) � 1i. と
るン:t，風努吉11 輪三の に禁輸設改繋卸構 � tr:協
でにレを女練場米敷 孤馬場を替と手鰐 j 資力

一、ー

ま心皆りうしに場開ぞ，晒 ¥ v 、
ずかさま'いよ選催、-'f ......" ¥ i: 
e らんす率一り手者お緩鴎儲 < と
御 v'心目、のと忘競 111騒 ( を
千寺御 のを郷公致れ輪 { 銘
ち協 努 i盛来1Eした L:;:: ( 詑
申カ 力し場明まくの 員会 / し

〔上と 告とての朗し;主主 - � 1こ
事げ御致]策皆なて i 博問 ) ぃ
業て来 しげ綴レは を~ も
議居場 てるに I も ;: (J) 

)りを ω尽よ書籍ス出う だ

舘帯主聖書と ま基とさ文総る告妻役数 掴 ぶ O
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ゐ足室主をと坪三箇三 (J) 蛍1 n ら去事警遜 I fJ ，工1 I 紋下楽
しさ革とil;IJ づ 人審万 治市 規にる項官官展騒 VJ 合さし
あれは定者 一時 りの 則九七喜とのに ZZ 与子 i 数いそ

ーげるかし;)î 千 で鴎が月月規設 E童青ヨ二 育@う
て濁りも i 冊 あ書 公六 jtl 主主援芸寄金'Íl勺3 係 に
参言妻、周壁語 り書官 布自民す主主な口日と v 拳

をさ見守喜五十う衡のを草食皆 品 館ずの方拾 i渇望書 ra い位
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致考はお百方来?こ走塁 7 f::J開の て符閉さ日は中り百×まカ
し均也らこ主主るらりラ作 CJ7 〈ゐ，/;覧れ 1f- 多でま余 す企
て皆方れ十段 tt どま 1 jl韓グ富 市り税さ百均いすし昔昔 。御
訟様よま滋i 一事主主すを所主ふ 立ま日れ五六と。 Tこ各 X f!J 
h のりす韓日でた。作で菜i:; 衝す以る十七き 術部 用
まお主事。度-'fすじ御 2ちはお己 主主。外わ務十:で 点門 を
すいが作の均篭で鰐仕 i誌 m 吉宮 はけ軍事人百 字 (J) お
@で良業仕八もも人事度".. 'Ô，関で皮の五 国新 麟

、e
l.. 

15 日

競
紛
が
我
が
鼠
・
回
線
車
部
開
業
の

振
興
と
地
方
財
政
K
及
ぼ
す
重

要
性
と
・
平
塚
市
部
品
輸
間
輸
が
本

市
の
財
政
に
及
ぼ
す
震
婆
性
配

充
分
御
了
解
下
さ
い
ま
し
て
、

本
事
業
の
出
品
汎
な
ら
ん
世
帯
に
一

暦
の
御
協
力
友
お
願
い
致
し
ま

す
。

御
知
A口
の
7

ア
シ
の
方
々
じ

国

時
ど
活
用
し
、
野
き
た
科
目
と
一
議
堂

好
き
な
日
を
選
ん
で
拳
ぷ
枇
合
一
一
ニ
、
判
判
員
ハ
毅
養
的
〉

入
の
た
め
の
楽
し
い
事
校
と
し
一
文
皐
鑑
賞
、
賞
用
初

て
市
民
の
み
訟
様
よ
り
非
常
な
一
等
英
語
、
洋
裁
ち
電

好
部
引
を
う
け
て
ゐ
り
ま
す
も
卒
一
気
知
識
も
時
一
場
問
題

塚
市
成
人
間
学
校
も
す
で
に
二
回
一
俳
句
〈
趣
味
的
〉

開
設
し
、
本
市
一
粧
品
開
教
育
め
上
一
受
花
、
関
恭
、
音
楽

に
大
き
た
成
岡
市
を
あ
げ
，
共ω
一
郎
、
入
墜
資
格
十
六
才
以
上
の

限
談
窓
強
く
姿
墜
さ
れ
て
お
年
一
男
女
(
学
生
を
除
く
〉

ま
し
た
の
で
今
凶
第
一
ニ
問
を
大
一
五
、
議
議
無
料

体
+
件
、
の
唱
唱
。
間
開
設
い
た
し
て
会
一
現
在
の
入
校
生
は
約
六

C
C
名

り
ま
す
。
一
で
七
十
才
の
老
人
も
熱
心
に
学

一
、
期
間
十
月
汁
六
日
よ
り
一
ん
で
ゐ
り
ま
す
。
子
供
づ
れ
の

五
週
間
(
毎
週
月
火
一
お
母
さ
ん
方
も
た
h

り
ま
す
。

木
金
)
タ
六
時
よ
り
一
趣
味
と
毅
養
の
科
隠h
Eレ
ク
リ

一
エ
l

シ
ヨ
ン

月一回議

議行JiIf
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行

{ 1 

f口

毎
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の

お
ー
検
察
審
夜
合
制
度
の
吋
世
間

な
一

《
で
は
な
ら
な
い
か
一
助
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
ア
メ
ヲ
カ
一
駐
、
工
場
、
事
業
場
或
は
官
磁
や
一

也
①
て
経
済
自
主
の
た
め
じ
一
人
の
警
は
に
報
い
る
所
以
で
あ
り
一
そ
の
他
の
職
場
、
地
域
な
ど
で
‘
一
畜
犬
家
の
婆
さ
ん
へ

援
す
壁
ま
ま
勃
設
に
よ

h
vア
メ
リ
一
ま
ず
。
一
多
数
の
人
が
集
っ
て
貯
金
す
る
の
一
審
犬
の
登
録
及

前
打
訟
間
訪
日
時
計
れ
日
立
器
対
日
時
計
許
認
一
日
間
ね
叫
舵
あ
り
ま
す
。
一
狂
犬
病
予
防
法
射

一
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
じ
な
り
ま
し
一
れ
に
釣
し
て
も
出
来
る
限
り
の
生
一
額
一
体
取
扱
で
朝
出
入
す
る
貯
金
に
一
の
賞
施
に
つ
い
て

た
。
私
遼
が
鼠
立
の
達
成
を
念
い
一
濯
を
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
一
段
+
引
の
一
一
種
あ
り
ま
ず
か
ら
、
皆
一
践
に
新
関
紙
上
等
に
て
御
承
知
の

-
鼠
さ
え
退
治
す
れ
ば
務
疹
チ

7

ス
を
な
く
す
る
と
と
が
向
来
る

に
構
え
ま
せ
う
か
ふ
下
着
類
、
寝
翁
昔
、
敷
布
等

は
で
き
る
だ
け
洗
濯
し
て
鼠
の
棲

叫
均
ー
し
一
各
が
近
づ
く
じ
つ
け
恐
し
い

ω家
役
作
ら
ぬ
援
に
す
る
事
。
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五
チ7
吋
の
流
行
す
る
時
期
に
な
一
曹

i
D
D
T

は
量
除
に
緩
め

C

主
食
及
砂
糠
増
配
一
り
ま
す
今
年
三
月
横
浜
市
に
一
有
効
で
人
に
は
容
が
ゑ
い
か
ら
安

一
発
生
し
た
溌
疹
チ
フ
ス
は
ピ
ナ
月
一
心
し
て
竿
事
。

D
D
T
は
帯
地
の

今
絞
首
一
越
の
患
者
に
対
し
主
食
及
一
の
間
じ
四

O
O
名
も
の
人
古
絞
っ
一
刷
刊
に
は
き
か
な
い
。
町
聞
は
一
週
間

砂
僚
が
増
一
郎
に
な
り
ま
ず
か
ら
も
一
て
し
ま
い
ま
し
た
。
横
油
田
市
設
局
一
で
か
え
る
か
ら
認
も
卵
も
殺
ナ
に

一
該
賞
者
は
友
記
に
依
り
市
産
業
課
一
の
必
死
の
防
疫
に
も
か
か
わ
ら
や
一
は

D
D
T
K
か
け
て
か
ら
少
く
も

一
へ
御
市
山
山
下
さ
い
@
一
短
期
間
に
と
の
様
に
多
数
の
患
者
一
一

O
日
は
D
D
T
b
t挽
い
落
し
て

一
詑
一
が
出
た
の
は
此
の
病
策
が
如
何
に
一
は
な
ら
な
い
e
D
D
T

主
俊
ふ
時

二
、
該
蛍
者
は
融
商
陥
附
の
診
断
章
一
回
を
一
億
染
力
の
強
い
も
の
で
あ
る
か
を
一
は
家
族
一
入
残
ち
ゃ
隠
じ

F
に
か

一
卒
塚
市
保
健
所
に
提
出
し
保
健
所
一
よ
〈
物
語
っ
て
開
店
ま
す
。
一
け
な
い
と
気
の
綴
陣
営
完
全
に
で

一
長
の
発
行
す
る
在
宅
結
核
患
者
一
然
し
こ
の
割
問
疹
チ

7

ス
も
予
防
一
品
。
た
れ
。

一
説
明
書
匙
受
付
る
と
と
。
一
一
つ
で
十
分
に
防
げ
ま
す
。
市
民
一

γ
:
炉
れ
る
様
な
頭
痛
と
高
い
熱

通
り
今
般
狂
犬
病
ザ
?
防
法
第
四
脇
陣
一
二
、
在
宅
給
一
宮
思
考
証
明
書
、
米
一
の
皆
さ
ん
!
次
の
事
柄
を
よ
く
守
一
が
あ
っ
也
氏
ら
す
ぐ
蹴
請
に
行
つ
て

の
規
定
K
よ
り
、
議
犬
神
い
必
主
旦
穀
蒋
郎
、
家
庭
用
砂
糠
購
入
遜
一
っ
て
今
年
も
来
年
も
宝
塚
か
ら
後
一
円
十
く
延
し
い
治
療
を
受
け
る
事
。

銭
し
予
防
川
氏
射
主
党
一
げ
訟
け
れ
ば
一
帖
(
本
人
の
分
)
及
印
鑑
御
曹
参
一
疹
チ

7

ス
が
一
人
も
出
た
い
様
に
一
鼠
が
出
て
お
困
り
の
方
向
い
は
殺
康

友
ら
恋
い
慕
と
な
り
目
下
一
燃
で
は
一
の
上
市
箆
業
課
へ
提
出
受
配
の
一
ぉ
互
に
協
力
し
合
引
い
ま
し
ょ
号
。
一
剤
〈
ア

Y
ツ
1
〉
を
無
料
で
上
げ
ま

金
一
勝
下
に
於
て
受
録
と
狂
犬
病
予
一
と
と

e

一
軍
・
:
発
疹
チ
フ
ス
政
相
典
主
巡
し
て
一
ナ
。
鼠
や
蚤
一
は
発
疹
チ
フ
ス
に
よ

妨
段
豹
と
を
同
時
じ
質
施
し
て
お
一
一
一
一
、
増
配
量
一
う
つ
る
か
ら
志
の
い
そ
う
な
場
所
一
く
似
た
幾
疹
熱
と
い
ふ
病
祭
を
入

り
ま
す
。
一
主
食
一
自
に
封
し
}
四

O
瓦
一
じ
は
な
る
べ
く
立
ち
入
ら
ぬ
事
。
一
じ
う
つ
し
ま
す
。

14 

一 一一一 一いしーよ蛍
る第ま王射ìEが蛍封霊堂本注 経 哲農 場 十寸ア時様、爵り"f

苦手詰ま貯蓄自露出量費紡所百五(暴君襲警宮警
な七予録王監は51': をを月除 皇，j!狩 高 崎注 (二(十時並 ら等ポれに
つ僚防を出れ分 交宇寺以 済三子三犬四後射潔之p:本十須九雨に音色せを宅まま於
てに法行主主た犬~ 1'1'参降 主主数百安否こり宮古塚治日貿けに注 い受銭すて
底よ第はくいを姿ずす注 交料図録向ク範 lp .:, fì 鼻音か身す たけとのは

;長手引。翌5 なぞ三写七露議 長関 役語)γ2施主持て喜
す罰穴場予得鼠i じ士主 O 数 O札料 土 所〉泌 ら行すとを寄目
。さ篠合防る)は射倒料民i 共 衛 Äさや付 。の iI時犬絞
れ及は主主 方 主主情 > 主主 V 〉民 主k まはに

つががJ\)\ま j!t中かあ仲遜皆甲及すとく~;!でえすO も日下大くい
'.' J段ゴドとちつにらちみ はさ納 lまるれたぎ汁ん 0% 差是年務じま
二々常し/てはととの小ん すとらつよでし将と村の多馴
ム食 F亡て\病いびちイ際よ虫て、、のでうたてじいも検く虫我
ロ慾送信:で欣師匠l 動タじく し ë 容来ちく庭師'1 う答杏た(が
主主がみ、すも込しきグ寄御 よん生まゆ十ま虫言寄生成っか図 (-)1 ー
なたう先が寄んたまラ主主心f う君主虫しうこずは率虫績ていの ICつ

心待号蓄す究開主宮守Z可議室員芸事 5TS 塁 打1
務担食初普所し鼻時務 E号制 喜と主主 ξ 向虫近的し生るまう虫 !千戸
わ、ベは遜にまのにのま虫 人にと緩やはにで軍事正ナ)病 I I d. 
れ日医ま食のよナ穴は中すは 休寄ろに綾虫国土居は都。病
て E士す慾疲り。のロをが普 に主主で多虫虫んま八市ーはと

すがた休くも血赤け入を山仔な宗ふ宕来に移 甲ベ思しを養りは
る援やがた恐を血てつ起侵虫どぷ尖のまもり此十たをてしがま激
とんしだわろ走塁球出てす入がとれを携すな挙事の二りたはまおすし
後怒まる瓜ししを血後乙ナ休呼 起 。るが虫指ナベ築すと。い
育時すくのいて破さ育色る内ぽゴ iJ3 皮と起が勝る Tこ味。ろ小潟叉

j が類。、色病予R 壊せすもとをれ水ま主ふ相きー虫様わtEまえ兇み続
制下に子心が害まし叉るあ腕まてまセでか蛍ま匹 な時とたてのをい

Jお法府議士長芸品吟日223 らおさ そ Z 三草野空襲
符号遜虫様怒紅色と少佐にす様時宅肥れ)入がが巴 あ紋て互のはるで
主主{れがにくつがれさ/:Il傷。君主柿 はにつ起十で り香星空症 t 特等
課 ま寄れて背がせしを腸症にと 3 俗はた昔数は ま訟や意ゃにが時
、J す主主事ぎてコ身自最貧てつじ欽罪事の」じ皮時てlZ!I左 すた白とま祭るじ

号華

疹

ゆ

、.


